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中　田瑞穂先生

と上　　くら　　やす　　お

里　倉　康　夫

(東京大学名誉教授)

中田瑞穂先生の生誕百年を記念して先生を偲ぶ集いに

お招きをいただき,出席することができましたことを無

上の光栄に存じます.そして,このすばらしい会の準備

のために払われた発起人の皆様の大変なご努力に対し,

心からの敬意と感謝を申し上げたいと思います.

中田先生と学風　中田先生と俳句,中田先生と水彩画,

そして何よりも中田先生と新潟,これらすべてが百年後

の今も私どもの心の中に脈々とうけつがれ,生きつづけ

ているというのは驚くべきことだと思います.

私は昔からどうもこの百年目とか,盲年後というのが

好きでありまして.私事にわたりますが東大に神経内科

ができましたときも, 「あせらず,青のびせず,百年後

のために」と書いて教室のモットーにした記憶がござい

ます.中田瑞穂先生のご生誕の年, 1893年と申します

と,あたかも神経学の祖J.--M. Charcot　が偉大な業

績をのこして亡くなった年,その3年後には門弟の一人

Babinskiが有名な足ゆび徴候を発表したということで

す. Charcotはまた,すぐれた芸術的才能の持主でも

あり,彼の措いた多くの画のデッサIJが残っております.

そういうこともあって, Nouvelle Iconographie de la

Salp占triereという雑誌を創刊したことも有名な話です.

そんなわけで,中田先生はまさにChareotの生まれ変

わりとして神経学にも,絵画にも非凡な作品を残された

方だと申せるのではないかと思います.申すまでもなく

中田先生はわが国脳神経外科学の先駆者であられたので

ありますが,神経学の領域でも「療癖2000年」, 「脳と

・山や「バピソスキ-反射」などについても鷲敷すべき

論文を書かれるという,揮い帝な神経学者であられたと

思うのであります.

どういうご象からであったか定かには覚えておりませ

んが.当時まだ若輩の私ごとき者にも,次々にお書きに

なった論文の別刷を送って下さいました.ところが,そ

のどれもこれも余程隈をすえて勉強してからでないと読

みこなせるようなものではございませんで,御蕗のご返

事を出すのが一苦労でした.したがいまして.こちらか

ら自分の別刷を先生に差し上げるような気拝には到底な

れなかったのでありますが,ただ一回だけ例外がござい
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それは偶々植木幸明先生から教えられ,生田房弘先生

からそのコピーを送っていただいた中田瑞穂先生の論文

(私自身の体験した-延髄発症の観察手記.新潟医学会

雑誌　67: 797「816, 1953)について私自身の考察を述

べた論文(神経内科2: 75-86, 1975)のことでござい

ます.発表にあたって中田先生には事前にまったくお断

りすることなく,文中にも先生のことを「中田」で通す

冷徹な拙著ではありましたが,先生は少しも怒られるこ

ともなく喜んで下削、ました.先生は論文の中で,ご自

分の延髄背外側の仔細きわまる病変推定園まで自らの筆

で措いておられますが,これがあの大脳から延酷・脊髄・

馬尾に至るまで切れ目のないneuraxisの剖検をという

ご遺言につながるものと,標本を拝して合掌した次第で

した.先生の論文別凧を今ここに持参しておりますが,

とくに先生の経験された知覚異常と購下障害に関するご

自身の臨床的考察はまさに驚款,脱帽に値するもので,

その中の二.三をご解介したいと思います0 -時I.

中田先生の思い出はほかにも沢山ございますが,最近

読ませていただいた生田房弘所長のBrain Medical所

載のバイオグラフィーは,節-の敬慕と属情に甚れて胸

を打つものがあり,もはやつけ加える何物もございませ

ん.今はただ一貫,嵩感をこめて「鳴呼,中田先生!」

中田瑞穂先生の思い出
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高　年　　　甫

(東京医科歯科大学名誉教授)

只今御紹介にあずかりました高年でございます.この

ような記念すべき会にお招きを受けまして誠に有り難う

ございました.身に余る光栄に存じます.只今は豊倉教

授から中田先生についての科学的なお話がございました

那,私の場合はもう少し私的な思い出でございます.

私が中田先生のお名前を最初に伺いましたのは小学校

の頃であります.私の両親の出身地が山形県鶴岡であり,

母方の伯父がその地で開業医をしておりました.その伯

父が新潟医大出身で,大学を出てから平岸興先生のご指

導のもとで脳に関して学位論文を書きました.私が夏休

みなどに鶴岡に参りますと,伯父のロから新潟には平岸

先生のほかにも脳の大家で中田瑞穂という偉い先生がお

られるということをしばしば聞かされました.次にお名
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子供すなわち私の従兄弟の一人が-ル二了で苦しんでお

りましたが,ある時叔父から新潟に中田教授という偉い

外科の先生がおられるのでそこに連れて行くということ


